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第６回川内川鮎まつり第６回川内川鮎まつり

さかなさ～ん、

    待って待って～！さかなさ～ん、

    待って待って～!



■表紙の写真説明

７月号　目 次

　６月３日に行われた、第６回川内

川鮎まつりの様子です。

　ニジマスのつかみ取りにはたくさ

んの子ども達が参加し、魚を追いか

けていました。

　最後は、お母さんも子どもと一緒

にプールに入り、びしょ濡れになり

ながらも親子で協力してニジマスを

つかまえ楽しんでいました。

（関連記事１１ページ）

第６回川内川鮎まつり

２　節電にご協力ください

４　可燃ごみが増えています

22　がんばれ！スポーツ少年団

17　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報　　　

10　まちのニュース

５　さつま町住宅用太陽光発電
　　システム設置補助事業の
　　お知らせ

９　住民基本台帳制度が変わり
　　ます

19　くらしの情報

21　まちの歴史探訪

６　平成24年度（第１号被保険
　　者）介護保険料が変わりま
　　す。

16　保健師だより
　　ためになる「お口のお話し」

18　まちの園芸作物紹介
　　健康な生活習慣紹介

24　人・夢
　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

２広報さつま３ 広報さつま

　
今
年
の
夏
は
、
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
政
府
、
電
力
会
社
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
供
給
力

の
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
な
お
電
力
需
要
と
供
給
力
に
は
差
が
発
生
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
電
力
の
需
給
ひ
っ
迫
が
予
想
さ
れ
る
７
月
２

日
（
月
）
か
ら
９
月
７
日
（
金
）
の
平
日
（
お
盆
期
間

８
月
13
日
か
ら
８
月
15
日
を
除
く
）
の
９
時
か
ら
20
時

に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
の
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
需
要
増
に
よ

る
停
電
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
事

情
の
も
と
、
生
活
に
無
理
の
な

い
範
囲
で
節
電
へ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

★
夏
の
昼
間
の
電
力
使
用
の
特
徴
は
？

　
需
要
全
体
と
し
て
は
、
特
に
日
中
（
１３
時
～
１７
時
）

頃
に
最
大
ピ
ー
ク
と
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ピ
ー
ク
時
の
節
電
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

夏の日中（１４時頃）には、在宅世帯は平均で約１,２００ｗの

電力を消費しており、そのうちエアコンが約半分を占めています。

外出中の世帯でも、冷蔵庫、温水洗浄便座、待機電力などにより、

平均で約３４０ｗの電力を消費しています。

エアコン

冷蔵庫

テレビ

照明

温水洗浄便座

パソコン

待機電力

その他

エアコン
　53％

冷蔵庫
　23％

テレビ
　5％

その他
　9％

照　明
　5％

温水洗浄便座
　　1％

パソコン
　0％

待機電力
　4％

資源エネルギー庁「家庭の節電対策メニュー」より作成

　家庭には、１,０００ｗを上回る電気製品がたくさんあります。

　消費電力の大きい電気製品は、平日の日中（９時～２０時）を避けて使いましょう。

温水洗浄便座、電気ポット、食器洗い乾燥機、オーブントースター、掃除機、

ドライヤー、洗濯乾燥機（乾燥）、浴室乾燥機、ジャー炊飯器、電子レンジ、

アイロン、ＩＨクッキングヒーター　など

(1)ムダな電気は消しましょう

(2)待機電力を無くしましょう

(3)省エネ電気製品に買い替えましょう

(4)白熱電球からＬＥＤ電球等に交換しましょう

(5)緑のカーテンなどを設置して、遮熱性を向上させましょう

今年は、電力需給の関係から「節電」が呼びかけられてい

ます。まずは、無理なくできる「エコ・省エネ」から取り

組んでいくことが大切です。

夏期平日の電力の使われ方

（イメージ）

　０　１　２　３　４　５　６　７　８　９　10　11 12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

ｋｗ

時刻

経済産業省「夏季の節電メニュー」を参考

節電をお願いしたい時間帯

需要

①＋②＋③

①大口
③家庭

②小口

13時～17時の節電が
特に重要です！

①大口………大企業や工場　　　　②小口………中小企業や商店

夏の日中（１４時頃）の消費電力（全世帯平均）

■お問い合わせ先　企画課　企画係　電話53-1111内線2222

★消費電力をどのようにしたら節約できるでしょうか？

○主な電気製品の消費電力について

○一般家庭ではどのような電気製品を
　　　　　　　　使用しているでしょうか？

九州電力の発表によると、
本町は計画停電地域から対象外となっておりますが、
継続的な節電をお願いします。

九州電力管内では、電力不足に備え、計画停電を検討されています。
役場本庁舎でも緑のカーテンに取り組んでいます

※役場庁舎等では
・長時間使用しない事務機は主電源を切る
・マイボトルの持参
・12時～13時の消灯
・空調温度を２８℃に徹底するなどの取
り組みを行っています。

　来庁されるお客様にはご不便をおかけ
しますがご理解をお願いします。

役場での取り組みのお知らせ

　屋内でも熱中症にかかる場合があります。

　適切な室温管理や水分補給に留意していただくなど、十分にご注意ください。

　特に、ご高齢の方や体調に不安のある方はお気をつけください。

●熱中症にご注意ください！

節電の
基礎知識

カニの体験放流



ごみ搬入量（トン） 対前年度増減（％）

可燃 不燃 資源 計 可燃 不燃 資源 計

6,918 195 826 7,939 1.7 ▲6.7 ▲1.2 1.2
22 6,801 209 836 7,846 1.6 1.5 ▲2.1 1.2

6,691 206 854 7,751 1.9 0 ▲4.7 1.1
6,564 206 896 7,666 ▲2.3 ▲12.7 ▲9.8 ▲3.6

平成 23 年度

平成 年度

平成 21 年度

平成 20 年度

平成 19 年度 6,721 236 993 7,950 ▲0.7 ▲1.7 ▲10.9 ▲2.2

４広報さつま５ 広報さつま

　
最
近
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

処
理
す
る
ご
み
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
可
燃
ご
み
が
増

加
し
、
資
源
ご
み
が
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。
可
燃
ご
み
の
増
加

に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
の
資
源
ご

み
が
、
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
し

て
い
る
の
が
大
き
な
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、

売
却
し
施
設
の
維
持
補
修
へ
充
当

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
可
燃
ご
み

の
中
へ
入
れ
ず
に
資
源
ご
み
と
し

て
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で

最
終
処
分
場
へ
の
埋
立
量
が
減
っ

て
少
し
で
も
長
く
利
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
２３
年
度
ご
み
処
理
経
費

（
人
件
費
を
除
く
）
は
、
１
億
３

千
４
百
万
円
か
か
り
、
ご
み
処
理

に
係
る
歳
入
は
、
５
千
９
百
万
円

で
差
し
引
き
７
千
５
百
万
円
の
財

源
不
足
（
不
足
分
は
施
設
維
持
補

修
基
金
の
繰
入
や
税
金
等
で
対

応
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
み
の
削
減
や
資
源

ご
み
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

過去５年間のクリーンセンターへのごみ搬入量（さつま町分のみ）

平成２３年度の資源ごみ及び有益不燃ごみの売却実績

紙類（段ボール・新聞紙・雑誌・飲料用
紙パックなど）

缶類（飲料用アルミ缶及びスチール缶など）

ビン類（生きビン・茶色ビン・無色ビ
ン・その他ビン）

プラスチック類

板紙・再生ボード・段ボールなど

缶・アルミ・スチール製品原材料

ガラス瓶・断熱材・建築土木材料

衣料品・卵パック・工業用原材料

品　　　　　　名 リサイクル状況 売上益

３,９１６

４,１４５

２３８

１８３

資源ごみ （単位：千円）

（単位：千円）有益不燃ごみ

　　品　　　　名

鉄　類（粗大プレス・バラ鉄）

非鉄類（アルミ鍋・解体サッシ・銅線屑）

売却益

3,573

335

（単位：千円）

（単位：千円）

その他

資源ごみ及び有益不燃ごみ売却に係る歳入

日本容器包装リサイクル協会（拠出金） 3,328

資源ごみ＋有益不燃ごみ＋その他 15,718

可
燃
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ先　環境課　業務第２係　 ５３-１１１１（内線２６１４）（クリーンセンター）

　
平
成
２４
年
４
月
か
ら
、
自
ら

居
住
す
る
町
内
の
既
存
住
宅
及

び
新
築
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
個
人
に
補

助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
交
付
対
象
は
？

　
さ
つ
ま
町
内
の
居
住
を
目
的

と
し
た
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
個
人
で
次

の
項
目
に
該
当
す
る
方
で
す
。

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
は
対

象
で
す
が
、
別
荘
等
は
対
象
外

で
す
）
　

①
平
成
２４
年
度
に
国
（
Ｊ-

Ｐ

Ｅ
Ｃ
）
が
実
施
す
る
補
助
金

の
交
付
額
の
確
定
を
証
す
る

通
知
書
を
受
領
し
た
方

②
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
方

③
町
内
の
施
工
業
者
に
よ
り
当

該
発
電
施
設
を
設
置
し
た
方

④
公
称
最
大
出
力
１０
ＫＷ
未
満
の

施
設

●
補
助
金
額
は
？

・
町
補
助
金
単
価
　

　
３
５
，
０
０
０
円
／
ＫＷ

・
町
補
助
金
上
限
額
　

　
１
０
５
，
０
０
０
円

　
国
の
補
助
金
等
と
併
せ
て
受

け
取
れ
ま
す
。

●
予
算
額
は
？

・
平
成
２４
年
度
予
算
額
　
　
　

　
７
，
３
５
０
，
０
０
０
円

（
全
て
の
申
請
が
上
限
の
場
合

７０
世
帯
分
）

　※
申
し
込
み
先
着
順
の
受
付
と

な
り
ま
す
。
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
受
付
を
終
了
い
た
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申請の流れ

着　工　前

設　置　者

着　工　

さつま町への　

補助金交付申請

完　成　

国の「②交付決定通
知」を受けてから工
事を開始

国の「④交付確定通
知」を受領した日か
らすみやかに

①国の補助金交付申請

③実績報告

⑤さつま町へ補助金を交付申請

②交付決定通知（国補助金）

④交付確定通知（国補助金）

⑥設置者へ補助金を交付

＊注意　「②交付決定通知」
と混同しないでください。

＊さつま町への申請は④の受
領後の申請となります。

国の補助実施事業者

(Ｊ－ＰＥＣ)
一般社団法人　
太陽光発電協会　内
太陽光発電普及拡大
センター

国

さつま町
（環境課 環境係）

さ
つ
ま
町
住
宅
用

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
設
置
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

さ
つ
ま
町
住
宅
用

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
設
置
補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先
　
さ
つ
ま
町
役
場
環
境
課
環
境
係
　
℡
53-

１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
７
）



   段階         
   

 　　　対　　　象　　　者                割合 　平成２４年度
　 年額保険料

　平成２３年度
　 年額保険料

    第1              
              

 ・生活保護受給者の方
 ・老齢福祉年金受給者で、世帯全      
 員が住民税非課税の方�

   0.50    ３２,４００�    ２４,６００�

    第2 
 世帯全員が住民税非課税で、前年 
 の課税年金収入額と合計所得金額 
 の合計が80万円以下の方�

   0.50    ３２,４００�    ２４,６００�

    第3  世帯全員が住民税非課税で、上記 

 第２段階に非該当の方

　 
　 0.75    ４８,６００�    ３６,９００

    第4
（弾力化）�

 課税世帯で、本人の合計所得金額
 と課税年金収入額が80万未満の住 
 民税非課税の方�

   0.88 
 
   ５７,０００
 （端数処理あり）�

   ４３,２００�

    第4 
 本人は住民税非課税者であるが、 
 同じ世帯に住民税課税者がいる方�

  
 基準額�

   
    ６４,８００�   ４９,２００�

    第5 

          

 本人が住民税課税者で合計所得金 

 額の合計が190万円未満の方
   1.25     ８１,０００�

  
   ６１,５００�

    第6 

          

 本人が住民税課税者で合計所得金

 額の合計が190万円以上の方
   1.50     ９７,２００�

   
   ７３,８００�

年間引上げ額
（２３年度比較）

＋７,８００

＋７,８００

＋１１,７００

＋１３,８００

＋１５,６００

＋１９,５００

＋２３,４００

　単位：円

 

６広報さつま７ 広報さつま

　介護保険料は４月１日を基準日とし、世帯毎に７月に計算を行います。

　第１号被保険者の９０％以上の方は年金（年６回）から納めていただく特別徴収（年金引き去り）と

なっております。本年度も４月から８月については仮徴収で納めていただき、１０月の年金から変更後

の金額で納めていただきます。（保険料額が大きく変わる方は８月の年金額から変更となる場合もあります。）

　本年度新たに６５歳になられた方や年金額が年額１８万円未満の方は、普通徴収（納付書による納

入）となり７月から翌年２月までの８回で納めていただくこととなります。

◆保険料の所得段階の決定の仕組み
　世帯が課税世帯か非課税世帯かで保険料を決定する段階が異なります。（課税世帯とは住民税の

かかる人が１人でもいる世帯のことです。）世帯が２人以上の場合、世帯のどなたかが課税となる

と、世帯員全てが第４段階（弾力化）以上となるため、納める保険料が大幅に上がります。

　介護保険事業運営にかかる費用が増加しているため、財源となる介護保険料を

引き上げなければならない状況となっています。

●介護保険料が増額される主な要因は

　次のとおりです。

①施設整備等の費用の増額

特別養護老人ホーム等への入所待機者

（約２００名）についての対策として、

入所施設やデイサービス、ショートス

テイ施設等の増床や新設にかかる費用

②介護認定者数の増加等に伴う

介護給付費の増加による第４期

実質保険料の不足分（県からの

借入返済分）

③国の制度改正、報酬改定に

伴う増額

年金受給月 徴収の内容保険料（特別徴収）額

４月

６月

８月

１０月

１２月

２月（※）

合　計

８,２００円

８,２００円

８,２００円

１３,４００円

１３,４００円

１３,４００円

６４,８００円

仮徴収（４月・６月・８月）

本徴収（１０月・１２月・２月）

４月・６月・８月の仮徴収の金

額から本年度納めるべき金額を

引き、残りの回数で割った金額。

※２月期の年金額が翌年度の４月・６月・８月の

　仮徴収の金額となります。

　第５期（平成２４年度～２６年度）の介護保険料基準額が年額４９,２００

円から６４,８００円へ改定されたため、平成２４年度からの介護保険料

（65歳以上の１号被保険者）が次のように大幅に変わります。

　（詳細は広報さつま５月号で掲載してあります）

※第５・第６段階段階では基準所得金額が２００万円から１９０万円に変更されました。

◇第５期（平成２４年度～２６年度）保険事業費推計は

　８９億４,６００万円（第４期給付費の１１２.８％）

●さつま町の現状（Ｈ23.10月現在）

人　　口　　　　　　　　 　24,292人（住民基本台帳）

６５歳以上高齢者　　　　　　8,364人

高齢化率　　　　　　　　　　 34.4％　

要介護認定者数　　 　　　　 1,860人（対４期比6.3％増）

要介護認定率　　　　　　　　 　22％

介護保険サービス受給者　　　1,523人（認定者の82％）

介護保険料基準額（第4段階）49,200円（平成21～23年度）

　　同　　上　　　　　　　 64,800円（平成24～26年度）

介護保険料の納入方法のお知らせです

◆保険料納入のイメージ
例）　基準額　第４段階　平成２４年度保険料　６４，８００円　特別徴収の方の場合

※今回の改正により、多くの方々が保険料の負担額が増えます。

　　（昨年と同じ所得段階でも、基準額で年額１５,６００円の負担増となります。）

※保険料は昨年中（平成２３年１月から１２月）の所得状況等により段階が決定されます。

※年金から引き去られる額、調整される時期、徴収方法などは個人ごとに異なります。

介護保険はみんなで支える相互扶助の制度です。

さつま町に居住する方全員で助け合っていきましょう！

ご理解とご協力をお願いします。

平成２４年度

前年度の所得段階を参考に、

前年２月期の保険料と同じ額

　お問い合わせ先　◎介護保険課　介護保険係　　５３-１１１１　内線（２１７４）お問い合わせ先　◎税務課　町民税係　　５３-１１１１　内線（２１１１）

平
成
24
年
度
（
第
１
号
被
保
険
者
）

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す 



はなびは
おとなのひとと
いっしょにね！

火あそびは
せったいに

　　　ダメ！

水の入った
バケツも
わすれずに！

ライターは
おもちゃじゃ
　　　ないぞ！
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防ごう！花火・火遊びによる火災

●子どもだけ残しての外出は控える

●ライター等を子どもの手の届くところに置かない

●火遊びを見かけたら注意する

花火は楽しく安全に！

■日　　時：平成24年８月26日（日）ドラゴンボートレース大会　小雨決行　荒天の場合中止

      　　　受付：午前8時30分から　開会式：午前9時30分から　競技開始：午前10時から

■場　　所：川内川神子橋付近の特設会場

■参 加 料：１チームあたり １０,０００円（ただし、小学生の部は無料）

■申 込 先：さつま町商工会 鶴田支所　電話0996(59)2113

■申込締切：平成24年７月31日（火）まで（90チームになり次第締め切ります）

■そ の 他：前日祭として８月25日（土）に神子区ドラゴンボートレース大会が行われます。

夏の風物詩「花火」。いよいよ子どもたちにとって

楽しみな季節がやってきました。この花火を楽しく

安全に行うために次のことに注意しましょう。

●風の強いときは花火をしない

●必ず大人といっしょに遊ぶ

●水バケツを用意し、遊び終わったら水につける

火遊びは絶対にしない・させない！
子どもの火遊びによる火災は、大人がいない時に発生する

ことが多く、そのため火災の発見が遅れ、火災が拡大する

要因にもなります。次のことに注意し、子どもたちに火災

の恐ろしさや正しい火の取扱い方法を教えてあげましょう。

　日本人で住基カードをお持ちの方が町外へ転出

する場合、返納していただいていましたが、改正

後は町外に転出しても原則として継続利用が可能

になります。

　転入届の際に新住所地の市区町村窓口に住基カ

ードを提出してください。（カードに新住所を記

載するなどの手続きが必要となります。）

　ただし、電子証明書は町外への転出により失効

します。

※住基カード継続利用者のさつま町での転入

手続きは本庁のみの受付となります。

　日本人と同様に、外国人住民についても住民票が

作成され、日本人と外国人とで構成された世帯全員

が記載された住民票の写し等が発行できるようにな

ります。

　　…対　象 …

適法に３ヶ月を超えて

在留する外国人（観光

目的などの短期滞在者

等を除く）で日本国内

に住所を有する方

・転出（町外へ引っ越しするとき） ……… 外国人の方が転出する場合、さつま町での手続きは必要ありま

せんでしたが、改正後は、外国人の方も日本人と同様に、さつ

ま町で転出届をして転出証明書の交付を受けてください。（出

国される場合も必要になります。）

・転入（町内へ引っ越してきたとき） …… 在留カードまたは特別永住者証明書と転出証明書を持ってさつ

ま町で転入届を行ってください。

・転居（町内で引っ越しをするとき） …… 在留カードまたは特別永住者証明書を持って、転居届を行って

ください。

・永住者の方は施行日（平成２４年７月９日）より３年以内に入国管理局で、在留カードの交付申請をして

ください。　

・特別永住者の方は現在の外国人登録証明書に記載されている次回確認（切替）申請期間の日までにさつま

町役場で特別永住者証明書の交付申請をしてください。

・その他の中長期滞在資格をお持ちの方は、基本的に制度導入後の在留期間更新等の手続きの際に入国管理

局で在留カードの交付申請をしてください。

●住民基本台帳カード（住基カード）
　の継続利用が可能になります

●外国人住民の皆さんにも住民票
　が作成されます

【主な変更点】

●外国人登録証明書に変わり、在留カードまたは特別永住者証明書が交付されます
（すでに、お持ちの外国人登録証明書は、当面在留カードまたは特別永住者証明書として使用できますが、下記のように切り替えを行ってください。）

●住所を変更するとき、手続きがあります

※外国人住民に係る住民基本台帳制度について
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/zairyu.html

※法務省入国管理局　新たな在留期間制度がスタート
http://www.immi-moj.go.jp/newimmiact_1/

☆法改正に関する詳細は、総務省や法務省のホームページをご覧ください。（多言語版での掲載もあります）

お問い合わせ先　TEL 53-1 1 1 1
本庁　町民課町民係（内線２１２３）
鶴田支所　町民係　（内線４１１１）
薩摩支所　町民係　（内線６１２１）

第15回水辺の楽校さつま龍舟祭出場チーム募集第15回水辺の楽校さつま龍舟祭出場チーム募集

■お問い合わせ先
　さつま町役場
　鶴田支所 総務係
  　53-1111（内線4212）

　併せて外国人登録制度が廃止され、新たな在留管理制度が始まります。これにより、外国人の方の
住民票が作成されるほか、住民基本台帳カード（住基カード）の取扱いが一部変更されます。　

　平成２４年７月９日から、
法律の改正により住民基本
台帳制度が変わります。住民基本台帳制度が変わります

６月子牛せり市結果　期日：６月１４日(木)～１５日(金) （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 351 152,942,000 923,000 435,732 283

307

295

436,504

436,135

657,000

923,000

167,181,000

320,123,000

383

734

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対５月分）

9,944円安値

11,125円安値

　10,675円安値



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

災
害
時
相
互

　
　
応
援
協
定
締
結

　
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

第
６
回
川
内
川
鮎
ま
つ
り

「
高
齢
者
等
く
ら
し
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

鮎
の
塩
焼
き
お
い
し
い
ね

今
年
度
100
歳
到
達
！

春
の
叙
勲

　
　
　
受
章
を
報
告

さ
つ
ま
町
で
初
の
認
定
！

さ
つ
ま
町
茶
生
産
協
会
が

 
 
 

新
茶
を
町
に
贈
呈

さ
つ
ま
町
を
Ｐ
Ｒ

さ
つ
ま
町
高
等
学
校

　
振
興
対
策
協
議
会
総
会

平
成
24
年
度
生
涯

　
　
学
習
講
座
を
開
講

町
特
産
品
ま
つ
り

西
別
府
鐵
夫
さ
ん
（
柏
原
）

明
治
45
年
６
月
５
日
生

高
齢
者
や
手
助
け
が
必
要
な
方
を
地
域
で
支
え
よ
う
！
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５
月
１７
日
、
現
在
友
好
交
流
を

続
け
て
い
る
「
青
森
県
鶴
田
町
」

と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
、
被
災
町
の
体
制
だ
け
で

は
十
分
な
対
応
が
で
き
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
応
急
の
被

災
者
支
援
な
ど
に
対
応
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
人
的
・
物
的
な
相

互
の
支
援
を
約
束
し
た
も
の
で
す
。

南
北
に
遠
く
離
れ
て
い
ま
す
が
、

離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
同
時
に
被

災
す
る
可
能
性
は
低
く
、
万
が
一

の
際
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
６
月
４
日
、
さ
つ
ま
町
高
等
学

校
振
興
対
策
協
議
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
町
内
唯
一
の
高

校
で
あ
る
「
薩
摩
中
央
高
等
学

校
」
の
振
興
発
展
を
図
る
た
め
平

成
１７
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
実

績
並
び
に
今
年
度
の
事
業
計
画
等

を
協
議
し
、
当
高
校
に
関
す
る
情

報
誌
で
あ
る
「
協
議
会
だ
よ
り
」

の
次
回
発
刊
や
そ
の
他
支
援
策
等

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
高
校
に
お
い
て
は
、
就
職
活

動
に
有
利
な
各
種
資
格
取
得
を
積

極
的
に
勧
め
て
お
り
、
今
年
３
月

卒
業
生
の
就
職
内
定
率
は
、
１
０

０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
活
動
に
つ
い
て
も
野
球

部
や
水
泳
部
の
活
躍
を
は
じ
め
、

商
店
街
に
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
川
内
川
漁
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
組
合
長
田
渕
政
春
氏
）
主
催

に
よ
る
『
第
６
回
川
内
川
鮎
ま
つ

り
』
が
６
月
３
日
、
二
渡
水
辺
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鮎
の
解
禁
に
合
わ
せ
、

川
内
川
の
魚
と
身
近
に
ふ
れ
あ
う

イ
ベ
ン
ト
で
、
当
日
は
町
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
な
か
で
も
、
１
匹
５０
円
で
販
売

さ
れ
た
鮎
の
塩
焼
き
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
用
意
さ
れ
た
３
０
０
０
匹
が

１４
時
の
イ
ベ
ン
ト
終
了
を
待
た
ず

に
完
売
す
る
ほ
ど
の
盛
況
振
り
で

し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
カ
ニ
の
体
験
放
流
、

ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
６
月
３
日
、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
で
、
平
成
２４
年
度
生
涯
学
習
講

座
合
同
開
講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
「
韓
国
語
入
門
」

「
着
付
け
・
礼
法
」
「
ヘ
ル
シ
ー

料
理
」
な
ど
１０
講
座
が
開
講
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
１２
月
に
か
け
て
活
動
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
開
講
式
で
は
、
社
会
教

育
研
究
家
の
森
健
一
郎
さ
ん
が

「
自
分
の
花
を
美
し
く
咲
か
そ

う
～
よ
り
よ
い
生
き
方
を
求
め

て
～
」
と
題
し
て
、
学
習
の
大
切

さ
に
つ
い
て
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
涯
に
お
い
て
学
び
続
け
る
こ

と
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
心
の

健
康
に
も
繋
が
る
面
も
あ
り
ま
す
。

余
暇
の
楽
し
い
活
動
や
自
己
実
現

に
向
け
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

色
々
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　
５
月
２９
日
、
さ
つ
ま
町
茶
生
産

協
会
（
会
員
数
２５
名
）
の
領
家
昭

一
会
長
ほ
か
理
事
４
名
が
、
さ
つ

ま
町
役
場
を
訪
れ
、
本
町
産
の
お

茶
の
Ｐ
Ｒ
用
に
と
、
２４
年
産
の
新

茶
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
お
茶
は
、
各
会
員

が
提
供
し
た
一
番
茶
本
茶
を
仕
上

げ
た
も
の
で
、
町
へ
の
贈
呈
は
平

成
１２
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
で
１３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
奥
薩
摩
特
有
の
霧
の
中
で
育
っ

た
本
町
産
の
お
茶
は
、
深
み
の
あ

る
味
わ
い
と
新
緑
の
香
り
と
共
に

高
い
賞
賛
を
受
け
て
お
り
、
県
内

で
も
有
数
の
優
良
茶
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
贈
呈
さ
れ

た
お
茶
は
各
課
に
配
布
し
、
来
客

用
と
し
て
本
町
産
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
活

用
し
ま
す
。

　
６
月
５
日
に
１
０
０
歳
に
な
ら

れ
た
西
別
府
さ
ん
に
、
日
髙
町
長

か
ら
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
別
府
さ
ん
は
現
在
、
町
内
で

ご
家
族
と
一
緒
に
生
活
さ
れ
て
お

り
、
奥
様
と
共
に
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
、

「
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
る

こ
と
。
特
に
味
噌
汁
が
好
き
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
家
族
と
仲
良
く
生
活
さ
れ
て

い
る
、
西
別
府
さ
ん
の
笑
顔
は
素

敵
で
し
た
。

　
５
月
１８
日
、
「
平
成
２４
年
度
在

宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
民
生
委

員
等
合
同
研
修
会
」
が
、
薩
摩
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
さ

つ
ま
町
の
高
齢
化
率
が
３４
．
６
％

（
平
成
２４
年
６
月
１
日
現
在
）
と

い
う
超
高
齢
社
会
到
来
の
中
で
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
で
の
見
守
り
活

動
な
ど
に
よ
り
地
域
で
支
え
合
う

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
ろ
う

と
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
２
８
３
名
に
「
在
宅
福
祉

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
証
」
が
交
付
さ
れ
、

そ
の
後
、
「
活
動
事
例
紹
介
」
「
在

宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
内

容
」
「
福
祉
課
業
務
」
「
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
業
務
」
「
介
護
保

険
」
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
」
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
い

の
輪
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
構
築

し
、
援
助
を
必
要
と
さ
れ
る
方
へ

の
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
、
平
成
２４
年
春
の
叙

勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
、

元
さ
つ
ま
町
消
防
団
団
長
の
萩
木

塲
光
三
さ
ん
（
７５
）
が
町
長
室
を

訪
れ
、
日
髙
町
長
に
受
章
の
報
告

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
萩
木
塲
さ
ん
は
昭
和
４８
年
に
旧

鶴
田
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、
３７

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
災
害
現
場

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
１１
年
か
ら
旧
鶴
田

町
消
防
団
団
長
を
、
市
町
村
合
併

後
の
平
成
２１
年
か
ら
は
さ
つ
ま
町

消
防
団
の
２
代
目
団
長
と
し
て
、

消
防
団
の
基
盤
づ
く
り
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害

現
場
で
の
活
動
や
団
員
の
指
導
育

成
、
消
防
技
術
の
向
上
に
尽
力
さ

れ
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　
６
月
１４
日
、
柏
原
で
花
き
の
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
る
㈲
南
原
農

園
（
代
表
取
締
役
社
長
　
南
原
武

博
氏
）
が
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
団
体
と
し
て
農
林
水
産
大
臣

か
ら
認
定
さ
れ
、
認
定
証
の
交
付

が
同
農
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、
「
６
次
産
業
化
法
」

が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
鹿
児
島
県

で
は
１６
件
の
事
業
計
画
が
認
定
さ

れ
て
お
り
、
本
町
で
は
初
の
認
定

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
認
定

を
受
け
る
と
、
国
の
６
次
産
業
化

推
進
整
備
事
業
の
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
採
択

さ
れ
る
と
、
農
林
産
物
の
加
工
・

販
売
施
設
・
生
産
機
械
・
施
設
等

の
整
備
に
対
し
、
国
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
に
係
る
農
業

改
良
資
金
（
無
利
子
資
金
）
や
短

期
運
転
資
金
（
ス
ー
パ
ー
Ｓ
資

金
）
の
融
資
の
ほ
か
、
販
路
開
拓

等
の
支
援
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
６
月
５
日
、
「
さ
つ
ま
町
特
産

品
ま
つ
り
」
が
鹿
児
島
市
の
鹿
児

島
中
央
駅
ア
ミ
ュ
広
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
、
農

産
加
工
グ
ル
ー
プ
、
薩
摩
中
央
高

校
な
ど
町
内
か
ら
７
団
体
の
出
店

が
あ
り
、
薩
摩
西
郷
梅
の
調
味
梅
、

マ
ン
ゴ
ー
、
ト
マ
ト
、
農
産
加
工

品
の
試
食
宣
伝
、
竹
細
工
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の

方
が
足
を
止
め
て
試
食
品
を
ほ
お

ば
り
、
そ
し
て
実
演
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
日
髙
町
長
も
先
頭
に
立

っ
て
特
産
品
、
観
光
、
定
住
促
進

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
参
加
者
も

大
き
な
声
で
呼
び
込
み
を
し
て
、

さ
つ
ま
町
を
丸
ご
と
売
り
込
み
ま

し
た
。

和気副町長から津曲さん(右)にアドバイザー証が交付されました

大人気だった鮎の塩焼きコーナー

領家会長（右）から日髙町長への新茶が贈呈されました

写真左から鶴田町の出町議長・中野町長、さつま町の日髙町長・中尾議長

大勢のお客さんでにぎわいました

森氏による講演

認定証を手にする南原さん

受章報告に訪れた萩木塲さん（右側）

祝い金を贈呈された西別府さん（左側）

高校振興策について活発な意見が出されました
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さ
つ
ま
町
の
ホ
タ
ル
舟

　
感
動
を
あ
り
が
と
う

吹
奏
楽
セ
ミ
ナ
ー
開
催

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す

長
年
の
功
績
に
対
し
て
表
彰

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
食
育
の
輪
！

Ｈ
24
さ
つ
ま
町

　
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

一
足
早
く
運
動
会

花
い
っ
ぱ
い
の
商
店
街

お
い
し
い
ね
、

　
ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン

小
島
泰
秀
さ
ん
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本
町
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

ホ
タ
ル
舟
が
、
町
内
２
地
区
で
運

航
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
子
地
区
で
は
「
奥
薩
摩
の
ホ

タ
ル
舟
運
航
」
が
５
月
１９
日
か
ら

６
月
２
日
ま
で
、
二
渡
地
区
で
は

「
二
渡
ホ
タ
ル
舟
」
が
５
月
１９
日

か
ら
６
月
３
日
ま
で
運
航
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ホ
タ

ル
舟
開
始
以
降
初
め
て
１
日
の
中

止
も
な
く
運
航
さ
れ
、
町
内
外
各

地
か
ら
合
計
約
３
０
０
０
名
の
お

客
様
に
乗
船
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
５
月
２０
日
、
柊
野
小
学
校
で
柊

野
区
・
柊
野
小
ふ
る
さ
と
大
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
「
フ
ァ
イ
ト

だ
柊
野
！
金
明
竹
の
よ
う
に
輝
き
、

筍
の
よ
う
に
力
強
く
！
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
参
加
者
の
熱
気
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク

な
応
援
合
戦
も
あ
り
、
多
く
の
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
１１
日
、
船
木
の
公
設
市
場

前
国
道
沿
い
で
商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
全
国
で
子

ど
も
達
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
本
町
に

お
い
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
防

止
・
安
全
運
転
の
啓
発
活
動
を
行

う
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
さ
つ
ま
警
察
署
の
協

力
の
も
と
商
工
会
会
員
２０
名
が
参

加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
併
せ
て
商
工
会
で
作
成
し
た
町

内
の
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
配
布
し
、

さ
つ
ま
町
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
２４
日
、
『
薩
摩
中
央
高
校

花
プ
ラ
ン
タ
ー
贈
呈
式
』
が
宮
之

城
屋
地
商
店
街
で
あ
り
ま
し
た
。

　
薩
摩
中
央
高
校
で
は
、
平
成
１８

年
の
県
北
部
豪
雨
災
害
で
被
害
を

受
け
た
さ
つ
ま
町
に
対
し
て
、
災

害
復
興
と
活
気
あ
る
さ
つ
ま
町
を

祈
念
し
て
毎
年
花
プ
ラ
ン
タ
ー
を

贈
呈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
２
０
０
個
の
プ
ラ
ン
タ

ー
が
、
宮
之
城
屋
地
商
店
街
と
虎

居
商
店
街
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

商
店
街
を
通
行
の
際
は
、
き
れ
い

に
咲
い
た
花
を
是
非
観
賞
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ホ
タ
ル
は
、
平
成
１８
年
の
水
害

以
降
最
も
多
く
見
ら
れ
、
乗
船
い

た
だ
い
た
多
く
の
お
客
様
が
感
動

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ

ッ
フ
の
真
心
あ
ふ
れ
る
対
応
に
も

感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
年
々
増
え
て
い
く
ホ
タ
ル
の
生

命
力
に
期
待
し
、
来
年
も
た
く
さ

ん
の
元
気
な
ホ
タ
ル
達
に
会
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
る
虎
居
在
住
の

小
島
泰
秀
さ
ん
（
宮
之
城
地
区
担

当
）
が
、
こ
の
度
、
社
団
法
人
全

国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
１１
年
余
り
に
わ
た
る

住
民
の
福
祉
の
向
上
と
行
政
運
営

の
改
善
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
５
月
２７
日
、
「
Ｔ
Ａ
Ｄ
鈴
木
吹

奏
楽
セ
ミ
ナ
ー
in
さ
つ
ま
」
が
宮

之
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
２０
年

度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
回
が

５
回
目
で
、
町
内
外
の
小
・
中
・

高
等
学
校
吹
奏
楽
部
関
係
者
約
４

０
０
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
、
日
本
人
初
の
ア
メ
リ
カ
吹

奏
楽
界
最
高
峰
ア
メ
リ
カ
吹
奏
楽

指
導
者
協
会
正
会
員
（
Ａ
Ｂ
Ａ
）

と
し
て
、
タ
ッ
ド
ウ
イ
ン
ド
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
の
音
楽
監
督
の
傍
ら
、

日
本
各
地
の
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
の

指
導
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
鈴

木
孝
佳
（
通
称
Ｔ
Ａ
Ｄ
鈴
木
）
氏

に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
盈
進
小
・
宮
之
城

中
が
参
加
し
た
合
同
バ
ン
ド
を
指

導
し
な
が
ら
、
サ
ウ
ン
ド
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
と
楽
曲
練
習
法
の
講
習

を
行
い
、
午
後
か
ら
は
、
宮
之
城

吹
奏
楽
団
を
モ
デ
ル
バ
ン
ド
に
、

今
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
課

題
曲
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し

た
。

　
聴
講
者
か
ら
も
、
熱
心
な
質
問

が
あ
り
、
「
指
導
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。
」
と
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
薩
摩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

６
月
１９
日
に
地
産
地
消
・
食
育
の

一
環
と
し
て
、
求
名
小
学
校
で
生

産
者
と
の
交
流
給
食
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
６
月
は
食
育
基
本
法
の
中
で

「
食
育
月
間
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、

毎
月
１９
日
は
「
食
育
の
日
」
と
さ

れ
て
お
り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
は
、
食
の
大
切
さ
や
、
学
校

給
食
食
材
の
納
入
に
は
農
家
の
方

々
を
は
じ
め
沢
山
の
人
達
の
協
力

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
説

明
さ
れ
「
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ

て
毎
日
の
食
事
を
楽
し
く
元
気
に

！
」
食
べ
る
こ
と
を
み
ん
な
で
約

束
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
当
日
の
給
食
で
「
ス

ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
」
を
納
入
さ
れ

た
川
畑
努
さ
ん
（
求
名
下
手
）
が

３
年
生
に
生
産
の
様
子
や
品
種
の

話
し
、
自
分
の
子
ど
も
の
頃
の
給

食
の
様
子
ま
で
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
講
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
か
ら
は
「
美
味
し
い

と
う
も
ろ
こ
し
を
作
る
た
め
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

？
」
と
か
「
種
は
ど
う
し
て
シ
ワ

シ
ワ
し
て
る
の
？
」
な
ど
た
く
さ

ん
の
質
問
が
給
食
時
間
ま
で
つ
づ

き
、
話
題
の
つ
き
な
い
楽
し
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
感
想
発
表
で
は
「
と
う

も
ろ
こ
し
は
食
べ
て
い
る
け
ど
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
知

る
事
が
出
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ＴＡＤ鈴木氏による講習

安全運転を呼びかけました

紅組による応援合戦

贈呈式後の記念撮影

研修会に参加した子ども達

とっても甘いスウィートコーン、みんなでガブッ！

川畑さんからスウィートコーンについてお話しがありました

表彰状が伝達された小島さん（右側）

　ＪＡ北さつまでは、

本格焼酎「薩摩のさつ

ま」を企画販売するこ

とになりました。

　また、水煮タケノコ

についても商品化し販

売されています。

「薩摩のさつま」を手にする
永福組合長、日髙町長、水煮
タケノコを手にするＪＡ職員
（左から）

「薩摩のさつま」
販売

さあ今から出発です。わくわくドキドキ！（二渡）

送迎バスをスタッフがお見送り「行ってらっしゃ～い」（奥薩摩）

ホタルのイルミネーション

　
６
月
９
日
～
１０
日
に
か
け
て
平

成
２４
年
度
さ
つ
ま
町
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
霧
島
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
４４
名
は
、
「
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
」
や
「
活
動
計
画
の
立

て
方
」
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
、
各
単
位
子
ど
も
会
の
中

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

町
内
の
子
ど
も
会
が
活
発
に
な
り
、

よ
り
充
実
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
声

求
名
小
６
年
　
山
﨑
　
舞
優
さ
ん

「
こ
の
２
日
間
で
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
振
り
返
り
、
し
っ
か
り
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
」

流
水
小
４
年
　
得
永
　
美
潤
さ
ん

「
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
学
校

な
ど
で
使
え
れ
ば
い
い
と
思
う
。
」

盈
進
小
５
年
　
柳
田
　
新
太
郎
さ
ん

「
こ
れ
か
ら
、
み
ん
な
を
ま
と
め
中

心
に
な
る
存
在
に
な
り
た
い
。
」

ま
　  

ゆ

み   

う
る

し
ん   

た   

ろ
う



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

歯
を
み
が
こ
う
！

歯
の
衛
生
週
間
図
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

『
さ
つ
ま
牛
』
４
部
門
で
６
頭
が
１
席
に

２
回
目
の
修
学
旅
行
受
入

さ
つ
ま
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

成雌牛区　かつひめ　最優秀賞１席　池江省吾さん
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５
月
３１
日
、

薩
摩
郡
歯
科
医

師
会
管
内
（
薩

摩
川
内
市
の
旧

川
内
市
を
除
く

地
区
及
び
さ
つ

ま
町
）
の
小
学

生
を
対
象
と
し

た
歯
の
衛
生
週

間
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、

町
内
外
３５
校
か

ら
寄
せ
ら
れ
た

２
７
２
点
の
作

品
の
中
か
ら
、

山
崎
小
学
校
６

年
の
栗
原
翠
玖

さ
ん
と
柏
原
小

学
校
１
年
の
新

留
匠
真
く
ん
が

銀
賞
、
平
川
小

学
校
６
年
の
日

高
芽
衣
子
さ
ん

と
紫
尾
小
学
校

４
年
の
増
穗
真

二
く
ん
が
銅
賞

を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
５
月
２５
日
、
薩
摩
中
央
家
畜

市
場
で
「
平
成
２４
年
度
川
薩
地

区
春
季
畜
産
共
進
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
共
進
会
は
、
本
年
１０

月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る

「
第
１０
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
」
へ
の
川
薩
地
区
出
品
候
補

牛
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お
り
、

川
薩
の
８
地
区
か
ら
肉
用
牛
８８

頭
の
出
品
が
あ
り
、
本
町
か
ら

は
４
月
に
３
地
区
毎
に
開
催
さ

れ
た
町
春
季
畜
産
共
進
会
を
勝

ち
抜
い
た
３４
頭
が
出
場
し
ま
し

た
。

　
共
進
会
で
は
、
肉
用
牛
改
良

の
重
点
項
目
で
あ
る
体
型
面
や

飼
養
管
理
管
理
面
の
改
善
点
に

つ
い
て
、
熱
心
に
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
町
か
ら
の
出
品
牛
３４
頭
は
、

出
品
種
目
６
部
門
中
４
部
門
で

最
優
秀
賞
１
席
に
輝
く
な
ど
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
６
月
２
～
３
日
、
さ
つ
ま
町

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
で
は
、
今
年
度
２
回
目
と
な

る
修
学
旅
行
の
受
入
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
入
は
、
兵
庫
県
加

古
川
市
の
加
古
川
中
学
校
３
年

７
組
の
３５
人
の
生
徒
の
皆
さ
ん

で
、
２
日
の
昼
過
ぎ
に
さ
つ
ま

町
に
到
着
し
、
受
入
式
の
後
、

１１
軒
の
受
入
農
家
に
３
～
４
人

ず
つ
に
分
か
れ
て
宿
泊
し
ま
し

た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
受
入
農
家
で
、
箱
苗
作
業

や
牛
の
世
話
、
梅
加
工
、
キ
ン

カ
ン
栽
培
作
業
、
野
菜
苗
植

え
・
収
穫
な
ど
の
農
業
体
験
や

ピ
ザ
作
り
、
そ
ば
打
ち
、
餅
づ

く
り
、
ホ
タ
ル
観
賞
な
ど
さ
つ

　戸子田地区の箱苗作業に参加

若雌２区 はるか23 最優秀賞１席 羽子田ひとみさん

若雌１区 はな 最優秀賞１席 羽子田ひとみさん

肉用牛父系群 のうの２　最優秀賞１席 西　健一さん （右）
　　　　　　 みゆう160 最優秀賞１席 下田保幸さん （中）
　　　　　　 もりこ　　最優秀賞１席 徳重真生さん （左）

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社

を
退
職
し
た
」
等
の
理
由
で
経

済
的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
が
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　
保
険
料
免
除
の
承
認
は
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２３
年
度
分

（
平
成
２３
年
７
月
～
平
成
２４
年

６
月
）
の
受
付
は
７
月
末
ま
で

で
す
。

※
免
除
申
請
の
平
成
２４
年
度
分

（
平
成
２４
年
７
月
～
平
成
２５
年

６
月
）の
受
付
は
７
月
か
ら
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
川
内
年
金
事
務
所
　

　
　
　
　
２２-

５
２
７
９

●
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

亡
く
な
っ
た
と
き
　
　
　
　

　
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死

亡
す
る
と
年
金
を
受
け
る
権
利

が
な
く
な
り
ま
す
が
、
年
金
は

死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
請
求
で

き
ま
す
。
請
求
で
き
る
方
は
、

死
亡
当
時
、
年
金
を
受
け
て
い

た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。

請
求
さ
れ
る
方
が
い
な
い
場
合

で
も
年
金
受
給
者
の
死
亡
届
等

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
届
が
遅
れ
る
と
、

年
金
を
多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、

後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、

遺
族
年
金
・
寡
婦
年
金
・
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
こ
ん
な
給
付
も
あ
り
ま
す
！

　
～
寡
婦
年
金
～

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
２５
年
（
３
０
０

月
）
以
上
あ
る
夫
が
亡
く
な
っ

た
時
に
、
１０
年
以
上
継
続
し
て

婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
妻
（
内
縁
関
係

も
含
む
）
に
対
し
て
６０
歳
か
ら

６５
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被

保
険
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た

老
齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３

で
す
。

●
こ
ん
な
給
付
も
あ
り
ま
す
！

　
～
死
亡
一
時
金
～

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
が
３６
月
以

上
あ
る
方
が
、
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な

い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の

方
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
た
遺
族
（
①
配
偶
者
、
②

子
、
③
父
母
、
④
孫
、
⑤
祖
父

母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先

順
位
の
高
い
方
）
に
死
亡
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　

　
川
内
年
金
事
務
所
　

　
　
　
　
２３-

２
０
１
３

ま
町
の
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　
生
徒
の
一
人
は
、
「
普
段
で

き
な
い
農
業
や
農
家
へ
の
宿
泊

な
ど
の
体
験
が
出
来
て
、
一
生

に
残
る
思
い
出
が
で
き
た
。
」

ま
た
「
ホ
タ
ル
に
感
動
し
た
。

さ
つ
ま
町
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
ま
た
会
い
に
き
ま

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
た
農
家
の
一
人
は
、

「
今
ま
で
受
け
入
れ
た
学
校
の

中
で
一
番
元
気
が
よ
か
っ
た
。

よ
く
食
べ
、
よ
く
働
き
、
よ
く

話
し
、
よ
く
眠
っ
た
り
と
、
素

直
で
活
発
で
愉
快
な
子
供
た
ち

に
元
気
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
ま

し
た
。
」
と
の
感
想
で
し
た
。

国 民 年 金 基 金

自営業、フリーランス（個人事業主）な方など、国民年金の保険料を納めている　

６０歳未満の方（国民年金の第１号被保険者）がご加入できる公的な年金制度です。

－ 未来のわたしに － － 今のわたしに －
◎基本は終身年金。だから、一生涯お受け

取り。

◎万が一の時にはご家族に一時金も。

　※年金受給前または保証期間内にお亡く

なりになった場合。（Ｂ型を除きます）

●ご相談・お問合わせ・資料請求

はお気軽にお電話ください。

※地域によっては携帯電話からは

つながらない場合があります。

鹿児島県国民年金基金

〒892-0828

鹿児島市金生町７番８号

◎掛金は全額所得控除で、税金がお得。

◎掛金は自由に設定。

　※口数単位での設定になります。また、

途中での変更も可能です。

http://www.kagosima-kikin.or.jp/

地
元
の
方
と
清
掃
作
業
を
頑
張
り
ま
し
た

（
薬
師
地
区
）

銅賞 銅賞 銀賞 銀賞

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ
町
民
課
　
町
民
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
２
５

自分で入る
公的な個人年金

国民年金に
ゆとりをプラス

０１２０－６５－４１９２

０１２０－２０－６２４３

山崎小学校６年

栗原　翠玖さん
み　　く

柏原小学校１年

新留　匠真くん
た く   ま

平川小学校６年

日高　芽衣子さん
め い こ

紫尾小学校４年

増穗　真二くん
し ん   じ



【国土交通省関連工事】

　　　（平成24年６月８日現在）

≪激特事業関連工事　計２件≫

③柏原地区

　・築堤護岸工事　２件

　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計４件≫

④神子地区

　・施設改造工事

　・上流仮締切工事

　・制水ゲート工事２件

【北薩地域振興局関連工事】

　（平成24年６月８日現在）

①山崎地区

　・護岸、築堤工事（３件）

　・山崎橋工事（３件）

②虎居、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事（２件）

　・宮之城橋工事（３件）

１

鶴田ダム
４

２

３
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■お問い合わせ先■
　●国土交通省　川内川河川事務所　　TEL（0996）22-3271　　　　　　●鹿児島県北薩地域振興局　建設部

　　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　　　　　　　　　　　土木建築課　道路建設第２係

　　鶴田ダム再開発事業工事に関すること  工事課　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL（0996）25-5289

　　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL (0996) 53-1756

宮都大橋は、上部工、取付道路、護岸工等を実施し、平成２４年１２月頃に供用開始予定です。
宮之城橋は、下部工、上部工、取付道路、護岸工を実施し、平成２４年１０月頃に供用開始予定です。
山崎橋は、取付道路、護岸工、旧橋撤去等を実施し、平成２４年１０月頃に供用開始予定です。

≪今月の現場写真≫　場所：宮都大橋・宮之城橋・山崎橋 薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
監
修

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

た
め
に
な
る
「
お
口
の
お
話
し
」

こんにちは保健師です 健康さつま21

妊娠したら歯科受診！！
　町では平成２４年４月より「妊婦無料歯科健診」を実施しています。

　妊娠中はホルモンの変化などでむし歯や歯ぐきの腫れ、出血など歯周病に

かかりやすくなります。歯周病にかかると、低体重児出産や早産のリスクが

約３倍になるといわれます。むし歯および歯周病を予防することは妊婦さん

の健康やお腹の赤ちゃんの発育に大切です。

　“生涯おいしく食べるため”妊娠期からの｢健口」が大事です。安定期に入

ったらお腹の子供と一緒に歯科健診を受けましょう！！

　　　　　

対象者：さつま町に住所のある妊婦さん

①受診票　

②妊婦歯科健康診査実施医療機関一覧表を

　母子健康手帳交付時にお渡しいたします。

文
責
　
福
岡 

宏
士

入
れ
歯
が
お
口
の
中
で

　
　
　
　
　
安
定
す
る
原
理
。

お
口
の
乾
燥
（
口
腔
乾
燥
症
）

が
原
因
で
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
お
口
の
中
で
入
れ
歯
は
歯
ぐ
き
と
の
間
に
水
分

（
唾
液
）
が
介
在
す
る
こ
と
で
安
定
・
機
能
し
ま

す
。
例
え
ば
、
ガ
ラ
ス
と
ガ
ラ
ス
の
間
に
一
滴
の

水
を
た
ら
す
と
ガ
ラ
ス
同
士
が
ひ
っ
つ
く
現
象
が

起
こ
り
ま
す
。
こ
の
原
理
と
同
じ
で
す
。

　
対
策
と
し
て
、
水
分
を
お
口
に
含
み
、

お
口
の
中
を
湿
潤
状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
会
話
し
な
が
ら
の
お
食
事
の
時
に
は

乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歯
ぐ
き
の
加
齢
変
化
と
と
も
に

入
れ
歯
の
形
態
な
ど
の
調
整
が
必
要
と
な

る
場
合
も
多
い
の
で
、
歯
科
医
院
へ
の
定

期
的
な
受
診
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

加齢や薬剤の副作用

口腔乾燥症

入れ歯が不安定

粘膜の痛み

口腔乾燥症による義歯不適合

口腔乾燥症と
関連する薬剤

・降圧薬

・心臓病薬

・抗高脂血症薬

・向精神薬

・睡眠薬

こうくう

　
高
齢
者
で
は
唾
液
腺
（
唾
液
を
つ
く
る

工
場
）
が
委
縮
し
て
い
る
こ
と
や
、
常
用

し
て
い
る
薬
剤
の
影
響
で
唾
液
の
量
が
減

少
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
口
の
中
で
入

れ
歯
が
安
定
せ
ず
、
移
動
し
、
歯
ぐ
き
の

粘
膜
を
痛
め
や
す
く
な
り
ま
す
。

だ
え
き
せ
ん

い
し
ゅ
く

入
れ
歯
が

　
あ
わ
な
く
て

　
お
困
り
の
方
が

　
ご
家
庭
で
試
し
て

　
い
た
だ
き
た
い
こ
と

お問い合わせ先
健康増進課 健康増進係
　　　 ５３-１１１１
　　　（内線２１４３）

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報

宮都大橋

山崎橋宮之城橋

川内川川内川

川内川川内川

久
富
木
川

久
富
木
川

川内川川内川

新
山
崎
橋

新
山
崎
橋

旧
山
崎
橋

旧
山
崎
橋

東橋東橋延伸区間延伸区間



■くらしの情報 ●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

広
　
告

広
　
告

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16～)

＊町民で50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診を、1,000円で受診できます。（要受診券）
　　　　　　　　　　　　　　　　担当：外川内　(TEL0996-53-0326)

診療科

内　科 神 野

益 崎

緒 方

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 平 木林 田 林 田

緒 方 緒 方 緒 方 大 学

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野 神 野 神 野

花 田 花 田 花 田
交代制

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

一日体験入学
さつま町（宮之城）より無料送迎（要予約）いたします

カトリック女子校

〒895ｰ2511　鹿児島県伊佐市大口里 1830　TEL:0995-22-0609　FAX:0995-22-0642

大口明光学園中学校・高等学校

Ｅメール e_mail@okuchimeiko.ac.jp   
ホームページ http://www.okuchimeiko.ac.jp

対象：小学５・６年、中学３年の女子および保護者

内容：小学生･･･英会話、明光探検（茶道体験、クイズなど）

　　　中学生･･･異文化体験、英会話

※ スクールバスさつま線運行中

※ 特別教室棟および寮（マダレナ棟）が新築落成しました！

※ 新しい校舎・寮の見学もできます。

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

7月14日（土）
9：00～12：30

18広報さつま19 広報さつま

まちの園芸作物紹介⑨

か
ぼ
ち
ゃ

　
山
口
貞
子
さ
ん
　
70
歳
　
一
ツ
木

健
康
な
生
活
習
慣
紹
介

シリーズ№2

■
お
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
　
農
産
園
芸
係
（
内
線
２
４
２
４
）

■<

継
続
で
き
て
い
る
こ
と>

　
温
泉
プ
ー
ル
で
、
主
人
の
水
泳
教

室
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
パ
ワ
ー
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ

て
楽
し
く
泳
い
で
い
ま
す
。
年
１
回

の
鹿
児
島
、
川
内
、
熊
本
の
マ
ス
タ

ー
ズ
大
会
に
出
場
し
、
鹿
児
島
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
５
年
連
続
出
場
、
さ
ら

に
１０
年
連
続
出
場
を
目
標
に
し
て
、

健
康
を
維
持
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
鹿
児
島
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

で
大
会
新
記
録
を
出
し
、
継
続
す
る

こ
と
、
元
気
と
健
康
で
あ
る
こ
と
が

一
番
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

週
に
１
回
の
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

虎
居
卓
球
同
好
会
に
も
参
加
し
て
思

い
っ
き
り
笑
っ
た
り
飛
ん
だ
り
は
ね

た
り
良
い
汗
を
流
し
て
健
康
づ
く
り

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

■<

健
康
自
慢
に
表
彰
さ
れ
て
思
う
こ
と>

　
自
慢
で
き
る
健
康
づ
く
り
と
し
て
、

ま
ず
で
き
る
事
を
ず
っ
と
続
け
て
行

く
事
、
思
い
が
け
な
い
表
彰
を
受
け

感
謝
し
て
い
ま
す
。

■<

健
康
づ
く
り
に
励
む
き
っ
か
け
は>

　
娘
が
水
泳
部
に
入
部
し
応
援
を
す

る
中
で
、
娘
よ
り
言
わ
れ
た
一
言

「
お
母
さ
ん
は
泳
げ
な
い
く
せ
に
文

句
を
言
わ
な
い
で
」
が
き
っ
か
け
で

自
分
自
身
も
泳
げ
る
よ
う
に
娘
に
追

い
つ
き
た
い
と
思
い
始
め
た
水
泳
が

き
っ
か
け
で
い
ろ
い
ろ
な
健
康
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ソフトバレーを楽しんでいます

水泳教室の後の練習です

ねらいを定めてスマッシュ

さ
つ
ま
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
せ
！

種
類
及
び
特
徴

　
か
ぼ
ち
ゃ
の
原
産
地
は
中
南
米
と
い
わ
れ
、
日

本
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
16
世
紀
に
大
分
に
漂
着

し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
、
大
名
の
大
友
宗
麟
（
大

分
県
）
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
産
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
贈
っ
た

の
が
最
初
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
持
っ
て
来
た
の
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
な
ま
っ
て
か
ぼ
ち
ゃ
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
大

き
く
分
け
て
日
本
か
ぼ
ち
ゃ
、
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
、

ペ
ポ
か
ぼ
ち
ゃ
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
か
ぼ
ち
ゃ
の
ほ
と
ん
ど
は
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
で
す
。

西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
は
、
糖
質
が
多
く
甘
い
の
で
、
そ

の
甘
さ
を
生
か
し
て
プ
リ
ン
や
パ
イ
な
ど
デ
ザ
ー

ト
に
も
よ
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

栽
培
状
況
及
び
出
荷
先
等

　
さ
つ
ま
町
で
は
、
約
90
名
の
農
家
が
約
23
ｈａ
栽

培
し
て
い
ま
す
。
北
さ
つ
ま
農
協
さ
つ
ま
か
ぼ
ち

ゃ
部
会
（
平
一
行
部
会
長
）
で
は
、
安
心
・
安
全

な
か
ぼ
ち
ゃ
を
消
費
者
に
届
け
る
た
め
に
、
「
か

ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」（
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）

の
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
栽
培
品
種
は
、
春
か

ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、「
味
皇
」
や
「
味
平
」
が
、

秋
か
ぼ
ち
ゃ
に
つ
い
て
は
、
「
く
り
ゆ
た
か
」
が

主
で
す
。
す
べ
て
、
西
洋
か
ぼ
ち
ゃ
で
あ
り
、
果

実
は
約
２
㎏
の
大
玉
で
、
肉
質
は
強
粉
質
で
、
甘

味
も
強
く
大
変
お
い
し
い
品
種
で
す
。
主
な
出
荷

先
は
、
大
阪
や
名
古
屋
の
市
場
で
あ
り
、
市
場
か

ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

栄
　
養

　
か
ぼ
ち
ゃ
は
緑
黄
色
野
菜
に
分
類
さ
れ
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
、
β
（
ベ
ー
タ
）
カ
ロ
チ
ン
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
「
若
返
り
の
ビ

タ
ミ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
し
み
や
し
わ
を
で
き
に
く

く
す
る
働
き
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
の

ぼ
せ
、
肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
更
年
期
の
諸
症
状

を
和
ら
げ
た
り
、
血
行
不
良
に
よ
る
冷
え
を
解
消

す
る
作
用
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
β
（
ベ

ー
タ
）
カ
ロ
チ
ン
（
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
）
は
、
皮
膚
や

粘
膜
を
保
護
し
た
り
、
眼
の
機
能
を
正
常
に
保
ち
、

疲
れ
眼
等
を
改
善
す
る
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

か
ぼ
ち
ゃ
の
上
手
な
選
び
方
・
保
存
方
法

　
丸
ご
と
１
個
の
場
合
は
、
緑
色
が
濃
く
、
ず
っ

し
り
し
て
重
量
感
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

か
ぼ
ち
ゃ
は
収
穫
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
熟
成
さ
せ

た
も
の
の
方
が
お
い
し
く
な
る
の
で
、
ヘ
タ
の
ま

わ
り
が
く
ぼ
ん
で
い
た
り
、
ひ
び
が
入
っ
て
い
る

も
の
は
完
熟
し
て
い
る
よ
い
か
ぼ
ち
ゃ
で
す
。
丸

ご
と
で
あ
れ
ば
、
風
通
し
の
良
い
涼
し
い
と
こ
ろ

で
長
期
保
存
で
き
ま
す
。
切
り
売
り
さ
れ
て
い
る

も
の
は
、
種
が
し
っ
か
り
つ
ま
っ
て
い
て
肉
厚
で

色
が
鮮
や
か
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
保
存
す

る
と
き
は
、
種
と
ワ
タ
を
取
り
除
い
て
か
ら
ラ
ッ

プ
を
し
、
冷
蔵
庫

の
野
菜
室
で
保
存

し
ま
す
。

　
６
月
下
旬
か
ら

地
元
産
の
か
ぼ
ち

ゃ
が
店
頭
に
並
び

ま
す
の
で
、
煮
物

や
て
ん
ぷ
ら
等
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
子
家
庭
・
母
子
家
庭
と
な
っ

た
方
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
の
父

ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
、
父
ま

た
は
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態

に
あ
る
家
庭
の
児
童
（
１８
歳
以

下
ま
た
は
２０
歳
未
満
で
心
身
に

障
害
の
あ
る
児
童
）
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
だ
し
、
老
齢
福
祉
年
金
以

外
の
公
的
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
方
な
ど
に
は
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
の
該
当
者
に
つ
い

て
は
、
８
月
が
現
況
届
の
時
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に

受
給
さ
れ
て
い
る
該
当
者
に
は
、

封
書
で
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、

指
定
の
期
日
内
に
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
１
月
当
た
り
の
支
給
額

全
部
支
給
４
１
，
４
３
０
円

一
部
支
給
９
，
７
８
０
円
～

４
１
，
４
２
０
円
（
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。
）

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

　
精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ

る
２０
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

る
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
、
父

母
以
外
の
者
が
養
育
す
る
と
き

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
　

　
た
だ
し
、
障
害
を
事
由
に
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
や
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

１
月
当
た
り
の
支
給
額

　
１
級
　
５
０
，
４
０
０
円

　
２
級
　
３
３
，
５
７
０
円

●
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
等

　
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
及
び

１８
歳
以
下
の
子
並
び
に
父
母
の

い
な
い
１８
歳
以
下
の
子
に
対
し
、

健
康
保
険
給
付
の
高
額
療
療
費

と
付
加
給
付
を
除
い
た
自
己
負

担
分
に
対
し
て
助
成
す
る
制
度

で
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
等
助

成
受
給
資
格
者
」
の
登
録
を
事

前
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
該
当
者
に
つ
い

て
は
、
８
月
が
現
況
届
の
時
期

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
す
で
に

受
給
さ
れ
て
い
る
該
当
者
に
は
、

封
書
で
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、

指
定
の
期
日
内
に
届
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
　
福
祉
課
　
子
ど
も
福

祉
係
（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所
　
保
健
福
祉
係

（
内
線
４
１
１
４
）

・
薩
摩
支
所
　
保
健
福
祉
係

（
内
線
６
１
２
２
）

●
鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談

所
の
判
定
及
び
受
診
の
お
知

ら
せ

　
児
童
の
療
育
手
帳
に
係
る
判

定
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

診
断
書
作
成
の
た
め
の
診
察
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
と
お
願
い
で

す
。

　
療
育
手
帳
の
新
規
判
定
及
び

更
新
に
つ
い
て
は
、
予
約
が
な

け
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
診
断
作
成
に
か
か
る
医
師
の

診
察
は
、
毎
月
第
１
週
か
ら
４

週
の
木
曜
日
の
み
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
判
定
及
び
受
診
希
望
の

場
合
は
、
必
ず
事
前
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　
０
９
９-
２
６
４-

３
０
０
３

広告を掲載しませんか？
広告主大募集！

■詳しくは町ホームページをご覧ください。
　http://www.satsuma-net.jp/

・広報さつま　１枠 １万円

　　　　　　（縦6.0㎝×横8.5㎝）

・町公用封筒（定型封筒長型３号）

　１枠3万円（縦10.0㎝×横8.5㎝）



町長交際費執行状況

(５月分)

町
長
コ
ラ
ム

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
４

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
５

税
務
課
　
町
民
税
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
２

健
康
増
進
課
　
保
険
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
４
１

税
務
課
　
収
納
第
１
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
１
３

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係
　

　
　 

内
線
２
１
４
３
・
４

●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

５
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　  90件

　運んだ人  　85人

◆内 訳

　急　病 　51件 47人

　交通事故  6件  7人

　その他　 33件 31人

◆発生件数　0件

21 広報さつま

町長の動静 （平成24年５月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

６
次
産
業
化

　
さ
つ
ま
町
は
四
季
を
通
じ
て
、

様
々
な
農
産
物
が
豊
富
に
生
産
さ

れ
ま
す
。
市
場
や
直
売
所
に
出
荷

さ
れ
る
以
外
の
規
格
外
品
等
も
か

な
り
の
量
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
も
っ
と
有
効
活
用
し
、

所
得
の
向
上
や
町
の
特
産
品
に
で

き
な
い
か
。
今
で
い
う
６
次
産
業

化
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
（
１
次
産

業
）
に
、
食
品
加
工
（
２
次
産

業
）
と
流
通
・
販
売
（
３
次
産

業
）
を
加
え
る
こ
と
で
農
産
物
の

付
加
価
値
を
高
め
、
新
た
な
特
産

品
化
と
農
業
の
活
性
化
を
図
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
町
は
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
の
掘

り
起
こ
し
と
育
成
、
加
工
技
術
研

修
、
商
品
分
析
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
等
の
「
特
産
品
開
発
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
、
加
工
施
設
・

設
備
整
備
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
近
く
、
「
町
農
産
物
加
工
懇
話

会
」
も
設
立
し
、
情
報
交
換
、
試

作
検
討
、
流
通
販
売
、
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
等
の
研
修
も
行
う
計
画
で
す
。

　
既
に
女
性
起
業
グ
ル
ー
プ
も
誕

生
し
、
町
が
各
地
で
行
う
観
光
・

特
産
Ｐ
Ｒ
時
に
一
緒
に
参
加
し
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
多
く
の
方
々
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
②

ま
ち
の
歴
史
探
訪
②

　
宗
功
寺
墓
地
は
、
宗
功
寺
跡
地

の
一
角
に
あ
る
宮
之
城
島
津
家
歴

代
の
墓
所
で
、
二
代
忠
長
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
な
ど

の
建
物
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年

の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、
墓
地
は
良
好
な
状
態

で
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
お
墓
の
特
徴
は
、
本
体
の
墓
石

が
宝
篋
印
塔
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

三
代
久
元
の
墓
か
ら
は
、
そ
の
上

に
石
祠
と
呼
ば
れ
る
石
の
祠
が
つ

い
て
い
ま
す
。
こ
の
石
祠
の
台
座

部
分
に
は
様
々
な
彫
刻
が
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
、
葬
ら
れ

た
人
が
生
前
好
ん
だ
も
の
や
関
わ

っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
主
の
墓
以
外
に
も
、
奥

さ
ん
や
子
供
の
墓
も
あ
り
、
宮
之

城
島
津
家
の
家
族
関
係
な
ど
を
知

る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

墓
地
の
中
で
も
っ
と
も
目
を
引
く

の
は
、
中
央
に
あ
る
亀
に
乗
っ
た

石
碑
で
す
。
「
島
津
久
通
祖
先
世

功
碑
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
延

宝
六
年
（
１
６
７
８
年
）
宮
之
城

島
津
家
第
五
代
当
主
久
竹
が
建
立

し
ま
し
た
。
宮
之
城
島
津
家
の
初

代
尚
久
公
か
ら
第
四
代
島
津
久
通

公
ま
で
の
功
績
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

「
碑
文
を
最
後
ま
で
読
み
解
く
と

台
座
の
亀
が
動
き
出
す
」
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
亀
が
石
碑
を
背
負
う
形
の
墓

前
碑
を
「
亀
趺
」
と
い
い
、
古
代

中
国
の
墓
制
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
江
戸
時
代
に
儒
教
文

化
の
影
響
を
受
け
、
祖
先
の
功
績

を
た
た
え
る
た
め
に
建
立
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
宗
功
寺
墓
地
は
県
内
各
地
に
あ

る
島
津
家
墓
地
の
中
で
も
大
規
模

な
墓
地
で
、
県
の
指
定
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
、
そ
の
規
模
は
九
州

随
一
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
１
日

　
　
２
日

　
　
８
日

　
　

　
　
９
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　

　
　
15
日

　
　
16
日

　
　
17
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　

　
　
23
日

　
　

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　　
　　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

　
　　
31
日

（
火
）

（
水
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

職
員
朝
会
　
▽
３
役
調
整
会
議
　
▽
泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
反
省
・
検
討
会

町
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
総
会
　
▽
新
規
採
用
職
員
等
と
の
意
見
交
換
会

土
砂
災
害
防
止
の
集
い
及
び
全
国
治
水
砂
防
協
会
県
支
部
総
会
ほ
か
（
鹿
児
島
市
）

九
州
広
域
行
政
機
構
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
（
鹿
児
島
市
）

教
育
委
員
会
委
員
辞
令
交
付
式
　
▽
全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
（
東
京
都
）

鹿
児
島
県
観
光
連
盟
決
算
監
査
（
鹿
児
島
市
）

転
入
教
職
員
（
管
理
職
）
歓
迎
会

町
文
化
祭

薩
摩
地
区
防
犯
協
会
理
事
会
　
▽
県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
川
薩
運
営
委
員
会
（
薩
摩
川
内
市
）

さ
つ
ま
支
局
長
と
の
意
見
交
換
会

建
設
業
協
会
宮
之
城
支
部
総
会
及
び
永
年
勤
続
表
彰
式
　
▽
子
牛
せ
り
市

県
消
防
協
会
薩
摩
支
部
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
・
総
会
（
東
京
都
）

災
害
時
相
互
応
援
協
定
調
印
式
ほ
か
（
19
日
ま
で
）
（
青
森
県
鶴
田
町
）

柊
野
区
・
柊
野
小
ふ
る
さ
と
大
運
動
会
　
▽
町
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
総
会

補
正
予
算
査
定
　
▽
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
理
事
会
　
▽
町
観
光
協
会
総
会

北
薩
農
業
共
済
組
合
総
代
会
　
▽
町
土
地
開
発
公
社
理
事
会
　

太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
辞
令
交
付
式
　
▽
町
商
工
会
総
代
会
・
交
流
会

川
内
川
下
流
改
修
促
進
期
成
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

町
防
犯
協
会
臨
時
理
事
会
及
び
総
会
　
▽
町
農
林
技
術
協
会
総
会

市
町
村
職
員
共
済
組
合
と
の
協
議
（
鹿
児
島
市
）
　

か
ご
し
ま
焼
酎
を
楽
し
む
会
i
n
博
多
（
観
光
Ｐ
Ｒ
）
（
福
岡
市
）

福
岡
市
大
同
青
果
市
場
及
び
西
日
本
新
聞
本
社
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等
（
福
岡
市
）

町
健
康
づ
く
り
推
進
員
研
修
会
　
▽
区
公
民
館
長
会
定
例
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

災
害
対
策
本
部
招
集
訓
練
　
▽
五
ツ
太
鼓
保
存
会
総
会

入
札
　
▽
市
町
村
職
員
共
済
組
合
厚
生
会
、
共
済
組
合
理
事
会
及
び
共
済
組
合
組
合
会
（
鹿
児
島
市
）

平
成
24
年
産
新
茶
贈
呈
式
　
▽
北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会
（
薩
摩
川
内
市
）

立
地
企
業
役
員
と
の
懇
談
会
　

九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
（
佐
賀
県
嬉
野
市
）

川
内
川
水
防
洪
水
予
報
連
絡
会
　
▽
川
内
川
河
川
事
務
所
と
の
意
見
交
換
会

さ
つ
ま
土
地
改
良
区
総
代
会
　
▽
鉄
道
記
念
館
模
様
替
視
察

・５月17日 47,470円

青森県鶴田町との災害時相
互応援協定締結式時

・５月25日 7,000円

区公民館長連絡協議会定例
会時

・５月31日 35,100円

国土交通省川内川河川事務
所との意見交換会時

・５月24日 5,000円

核廃絶・平和行政に関する
要請時

・５月24日 20,000円

さつま町観光ＰＲ時特産品

・５月25日 7,600円

福岡青果市場及び西日本新
聞社訪問時ＰＲ用特産品

九
州
随
一
の
墓
石
の
規
模
を
誇
る

一際目立つ島津久通祖先世功碑
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●
健
康
診
査
日
程
【
７
・
８
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
11
生
）
健
診

　
７
月
１８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
11
生
）
育
児
相
談

　
７
月
２０
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児
（
Ｈ
21
．
５
生
）
健
診

　
７
月
２５
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
12
生
）
健
診

　
８
月
１
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
児
健
や
か
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
22
．
７
生
）
健
康
相
談

　
８
月
２
日
（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
前
９
時
３０
分

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
６
か
月
児

　
　
　
（
Ｈ
22
．
１
生
）
健
診

　
８
月
２
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
８
月
３
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
前
１０
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
３
生
）
健
診

　
８
月
８
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１
時

　
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
７
月
２３
日
（
月
）

　
８
月
６
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
７
月
１８
日
（
水
）

　
７
月
２５
日
（
水
）

　
８
月
１
日
（
水
）

　
８
月
２
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受
付

　
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　
８
月
７
日
（
火
）

　
８
月
１４
日
（
火
）

　
８
月
２１
日
（
火
）

　
８
月
２８
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　
８
月
１０
日
（
金
）

　
８
月
１７
日
（
金
）

　
８
月
２４
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時

　
（
え
ほ
ん
の
森
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
ト
マ
ト
田
園
コ
ー
ス

　
７
月
８
日
（
日
）
午
前
７
時

　
宮
之
城
温
泉
プ
ー
ル
出
発

■
園
内
木
漏
れ
日
コ
ー
ス

　
７
月
２８
日
（
土
）
午
前
７
時

　
北
薩
広
域
公
園
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
相
談
窓
口

の
お
知
ら
せ

「
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
（
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
）
」

と
は
、
ヒ
ト
に
感
染
す
る
病
原

性
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
、
血
液

中
の
白
血
球
の
１
つ
で
あ
る
Ｔ

リ
ン
パ
球
に
感
染
し
て
次
の
よ

う
な
病
気
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
Ａ
Ｔ
Ｌ
（
成
人
Ｔ
細
胞
性
白

血
病
）

●
Ｈ
Ａ
Ｍ
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
関

連
脊
髄
症
）

●
Ｈ
Ｕ
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
関
連

ぶ
ど
う
膜
炎
）

　
鹿
児
島
県
を
含
む
九
州
地
方

に
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-

１
感
染
者
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

　
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ-
１
キ
ャ
リ
ア
及

び
関
連
疾
患
患
者
の
方
々
の
相

談
を
役
場
健
康
増
進
課
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
妊
婦
健
診
の
中
で
抗
体

検
査
が
公
費
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
～
お
仕
事
を
辞
め
ら
れ
た
方
へ

軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ
で
す
～

　
平
成
２２
年
４
月
か
ら
勤
務
先

を
非
自
発
的
な
理
由
で
離
職
し

た
方
に
対
す
る
新
し
い
軽
減
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
非
自
発
的
離
職
者
で
あ
る
被

保
険
者
の
方
の
前
年
中
の
給
与

所
得
を
３０
％
に
調
整
し
て
所
得

割
額
を
計
算
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
次

の
要
件
を
満
た
し
た
上
で
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

～
要
件
～

①
平
成
２１
年
３
月
３１
日
以
降
の

離
職
で
あ
る
こ
と
。

②
離
職
日
時
点
で
６５
歳
未
満
で

あ
る
こ
と
。

③
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
又
は
特
定
理
由
離
職
者
で
あ

る
こ
と
。

　
た
だ
し
、
前
年
中
の
給
与
収

入
が
６５
万
円
以
下
の
離
職
者
の

方
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

 

●
今
月
の
納
税
な
ど

　
固
定
資
産
税
第
２
期

　
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
１
期

　
介
護
保
険
料
第
１
期

　
【
納
期
限
７
月
３１
日
】

●
保
険
証
が
８
月
１
日
で
切

り
替
わ
り
ま
す
！
　
　
　
　

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
証

（
学
・
遠
含
む
）
及
び
高
齢
受

給
者
証
、
並
び
に
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
平
成
２４
年
７
月
３１
日
で
す
。

　
更
新
手
続
き
は
、
７
月
下
旬

に
各
公
民
会
行
政
連
絡
員
を
通

じ
て
行
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
で
、
町
外
居
住
の
学

生
や
施
設
入
所
者
用
の
学
・
遠

の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

更
新
の
時
期
ま
で
に
お
手
元
に

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
長
期
不
在
等
の
方
は

事
前
に
役
場
保
険
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宗
功
寺
墓
地

ほ
う
き
ょ
い
ん
と
う

せ
き
し

ほ
こ
ら

き

ふ



⑫

30
数
年
の
歴
史
を
引
き
継
い
で
！

柔
道
を
好
き
に
な
っ
て

　
　
ず
っ
と
続
け
て
ほ
し
い
！

得
意
技
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た
い
！

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２３年７月１日生

ちゃん

し ょ う まし も た

下田奨真

両親から一言

父　真　人　さん
母　麻　子　さん

人のマネはせんでえぇ

　自分らしく育ってね！

が

ん

ば

れ

！

ス
ポ
ー

ッ

少
年

団

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
10
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
月
16
日
～
６
月
15
日
届
出
分
（
34
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

22広報さつま23 広報さつま

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

厳翼館柔道スポーツ少年団

No．９さつま町よかとこファイル

健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係 

古
川
　
秀
人

予
防
接
種
に
関
す
る

業
務
を
し
て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
「
轟
原
の
四
季
」

プレートのひとつ「宮之城轟太鼓発祥の地」

　
合
併
前
の
旧
宮
之
城
町
時
に
先
輩
方
が
設

立
さ
れ
た
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
４
団
体

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
厳
翼
館
柔
道
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
一
つ
と
な
り
３０
数
年
の
歴
史
を

守
っ
て
い
ま
す
。
部
員
は
、
６
年
生
１
人
、

５
年
生
２
人
、
４
年
生
３
人
、
３
年
生
１
人
、

２
年
生
１
人
の
計
８
人
と
指
導
者
１
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　
指
導
者
の
平
田
正
剛
さ
ん
（
２６
）
は
、
指

導
を
さ
れ
て
現
在
９
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
平
田
さ
ん
は
、
「
精
力
善
用
、
自
他
共
栄

の
精
神
を
念
頭
に
、
相
手
を
思
い
や
る
心
、

礼
儀
が
身
に
つ
く
よ
う
に
指
導
し
、
小
学
生

の
う
ち
は
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
体
力
、

基
本
的
な
事
を
身
に
つ
け
、
柔
道
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
い
、
中
学
・
高
校
・
大
学
・
社

会
人
に
な
っ
て
も
柔
道
を
続
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
指
導
方
針
を
話
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
「
子
供
達
が
柔
道
に
対
し
て
自
分

な
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見

る
時
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
の
魅
力
で

す
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
柔
道
を
習
い
た
い
、
見
学
し

て
み
た
い
方
は
直
接
厳
翼
館
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
し
た
。

※
建
物
の
場
所
は
、
宮
之
城
文
化
セ
ン
タ
ー

（
教
育
委
員
会
建
物
）
の
裏
に
な
り
ま
す
。

　
厳
翼
館
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
キ
ャ
プ

テ
ン
で
山
崎
小
学
校
６
年
の
三
谷
茂
将
く
ん

は
、
「
試
合
前
の
追
い
込
み
は
少
し
き
つ
い

で
す
が
、
先
生
は
や
さ
し
い
し
、
み
ん
な
明

る
い
の
で
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
得
意
技

を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
、
目
標
は
中
学
校
ま
で

柔
道
を
続
け
る
事
と
、
部
員
を
少
し
で
も
増

や
す
こ
と
で
す
。
」
と
抱
負
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
　
上
之
原
純
夫

・
さ
つ
ま
歌
謡
教
室

・
さ
つ
ま
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

杉
　
本
　
大
　
和
　
　
　
典
　
隆
　
上
向
中

角
　
井
　
由
　
奈
　
　
　
圭
　
介
　
山
崎
中

角
　
井
　
陽
　
奈
　
　
　
圭
　
介
　
山
崎
中

白
　
石
　
悠
　
真
　
　
　
　
誠
　
　
船
木
西

末
　
吉
　
愛
　
来
　
　
　
　
徹
　
　
上
向

轟
　
原
　
剛
　
琉
　
　
　
友
　
和
　
田
原

轟
　
原
　
悠
　
翔
　
　
　
友
　
和
　
田
原

鬼
　
塚
　
紗
　
綾
　
　
　
一
　
成
　
轟
原

砂
子
田
　
　
諧
　
　
　
　
智
　
昭
　
紫
尾
下

栗
　
本
　
晴
　
翔
　
　
　
哲
　
聡
　
下
手

女女男男男 男男女 女

す

ぎ

も

と

や

ま

と

か

く

い

し

ら

い

し

ひ

な

は

る

ま

す

え

よ

し

あ

い

ら

と

ど

ろ

は

ら

と

ど

ろ

は

ら

は

る

と

お

に

つ

か
�

男

さ

あ

や

か

く

い

ゆ

な

た

け

る

す

な

こ

だ
�

く

り

も

と

か

い

は

る

と

　
奇
岩
怪
岩
が
凸
凹
し
激
流
逆
巻

く
迫
力
あ
る
景
観
が
楽
し
め
、
町

民
の
方
々
か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て

い
る
轟
の
瀬
。
地
区
の
方
々
の
想

い
に
よ
り
、
ゆ
か
り
の
あ
る
プ
レ

ー
ト
「
轟
原
の
四
季
」
が
３
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
は
、
平
成
18
年
７
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲

劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
国
で

は
激
特
事
業
に
よ
り
河
川
改
修
を

進
め
て
い
ま
す
。
轟
原
地
区
で
は
、

災
害
に
強
い
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
昔
か
ら
大
事
に
引
き
継
が
れ

て
き
て
い
る
歴
史
的
・
文
化
的
な

も
の
な
ど
を
守
り
伝
え
て
い
く
よ

う
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
・
協
議

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

は
が
き
絵
作
家
　
小
向
井
一
成
さ

ん
、
宮
之
城
轟
太
鼓
同
好
会
　
小

椎
八
重
廣
樹
さ
ん
、
宮
之
城
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
専
門
員
　
川
添
俊

行
さ
ん
、
和
紙
絵
画
旬
彩
主
宰
　

轟
原
智
美
子
さ
ん
、
水
墨
画
紫
龍

会
主
宰
　
大
黒
貞
義
さ
ん
、
さ
し

絵
愛
好
家
　
小
島
多
美
子
さ
ん
以

上
６
名
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
ト
「
轟
原
の

四
季
」
が
作
成
・
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
普
段
の
慌
し
い
生
活
の
中
、
身

近
に
あ
る
か
ら
こ
そ
わ
ざ
わ
ざ
見

る
こ
と
の
な
か
っ
た
轟
の
瀬
、
ゆ

っ
く
り
散
歩
で
も
し
な
が
ら
プ
レ

ー
ト
を
な
が
め
、
昔
の
事
に
想
い

を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
季

節
そ
の
時
期
の
豊
か
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
る
轟
の
瀬
に
、
き
っ
と

疲
れ
た
心
も
癒
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
よ
。

き
が
ん
か
い
が
ん

げ
き
り
ゅ
う
さ
か
ま

で
こ
ぼ
こ

あ
わ
た
だ

市
場
　
わ
き
　
88
　
大
願
寺
　

角
囿
　
ト
エ
　
82 

船
木
西

德
丸
　
ミ
エ
　
92 

虎
居
町

満
園
ユ
リ
子
　
80 

紫
尾
中

玉
利
喜
冨
子
　
96 

湯
之
元

　
　
　
正
幸
　
78 

日
当
瀬

別
府
　
一
夫
　
95 

柊
野
中
間
下

佐
多
　
實
　
　
82 

大
薄
上

伊
地
知
イ
ツ
子
　
83 

仮
屋
原

九
日
　
朝
子
　
70 

布
田

井
川
ハ
ル
子
　
94 

浅
井
野

片
野
ス
ミ
子
　
95 

種
子
田

蔵
元
　
正
春
　
89 

弓
之
尾

佐
々
木
糸
子
　
91 

町
頭

河
野
　
幸
子
　
97 

諏
訪
下

長
谷
川
ケ
イ
　
92 

湯
田
中

樋
口
　
ム
ツ
　
87 

船
木
東

玉
利
　
光
德
　
88 

城
之
口

嶽
　
道
子
　
　
63 

町
頭

永
野
キ
ミ
エ
　
91
　
マ
モ
リ
エ

村
山
　
方
　
　
97 

西
手
東

大
庭
　
弘
之
　
77 

ほ
た
る

　
　
正
夫
　
　
65 

大
薄
下

栗
屋
野
ア
キ
ヱ
　
95
　
あ
な
が
わ

内
ノ
倉
キ
ミ
　
81 

仮
屋
原

　
村
　
茂
雄
　
87 

北
方
町

木
下
　
一
日
　
80 

弓
之
尾

小
森
　
妙
子
　
88 

橋
掛

久
留
謙
二
郎
　
89 

二
渡

祝
迫
シ
ヅ
エ
　
96 

城
之
口

山
下
　
百
子
　
80 

麓

今
西
　
益
子
　
74 

仮
屋
原

大
山
　
次
男
　
62
　
上
場

本
村
　
正
憲
　
79
　
弓
之
尾

し
げ
の
ぶ

げ
ん
よ
く
か
ん

せ
い
ご
う
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込
）

人人
夢夢

ま え の ゆ か

前野　優香 さん
柊野小学校６年

　８日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１５日　ヘルシー薬局　　２１－３７３９

１６日　ぎんざ薬局求名店　 ３１－６５００

２２日　さし薬局　　　　２１－３６１０

２９日　やまだ薬局　　　５２－４５８５

　５日　とどろ薬局　　　５２－２５２５

１２日　青空薬局　　　　５２－０１０１

１９日　タバタ薬局　　　２１－３３４４

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,499人（- 37人） 

　男　　10,891人（- 13人）

　女　　12,608人（- 24人）

    世帯数　9,936世帯

 転入    44人　転出   52人

 出生　  14人　死亡   43人

 （平成24年６月１日現在）

     （　）は前月対比

　８日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１５日　溝口整形外科　　　　５２－４６６８

１６日　益嵜医院　　　　　　５７－００１０

２２日　てらだ内科クリニック　 ２１－３２３２

２９日　稲津病院　　　　　　５２－３３５５

　５日　小緑内科　　　　　　５２－１６７６

１２日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

１９日　海江田医院　　　　　５３－０００６

花で心を和ませたい！
　私の夢は花屋さんになることです。私は花が大好きです。特に、

カーネーションやバラのようなきれいな花が好きです。花屋さん

できれいな花を見ていると、なんだかうれしい気持ちになります。

花は、人の心を和やかにする不思議な力があると思います。私は、

将来、買ってくださった人たちに幸せな気持ちになってもらえる

ような花屋さんになりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

７　月

８　月

７　月

８　月
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